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2008年10月～12月に宮城県
と仙台市をはじめとする自治体
や団体、JR６社が協力して開
催する大型観光キャンペーン
です。仙台・宮城の魅力を発
掘し、おもてなしの心で全国各
地からのお客様をお迎えしましょ
う。〔※デスティネーションキャン
ペーン（DC）は、「Destination
（ 目 的 地・行き先 ）」と
「Campaign（宣伝）」の合成語〕 

デスティネーション 
キャンペーンとは？ 

毎月月末掲載 
企画制作：「月刊むすび丸」編集室 
河北新報社広告局内 
TEL022-211-1318 

企画協力：仙台・宮城デスティネーション
キャンペーン推進協議会事務局 

本キャンペーン開催期間 
2008年 
10/1踉 12/31踉 

みんなで 

成功させよ
う！ 

 

みんなで 

成功させよ
う！ 

 

　
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
が
仙
台
・
宮

城
Ｄ
Ｃ
に
あ
わ
せ
て
ウ
イ
ス
キ
ー

「
伊
達
」
を
今
月
１８
日
よ
り
宮
城

県
内
限
定
で
販
売
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
ウ
イ
ス
キ
ー
は
ニ
ッ
カ

ウ
ヰ
ス
キ
ー
仙
台
工
場
・
宮
城
峡

蒸
溜
所
で
貯
蔵
し
た
原
酒
だ
け

を
使
用
し
、「
ク
リ
ー
ミ
ー
感
の

あ
る
甘
さ
」
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

昨
年
か
ら
開
発
に
着
手
し
、
今
年

４
月
に
は
一
般
の
お
客
様
も
交

え
た
試
飲
会
を
開
き
、
名
前
、
味
、

ラ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
を
決
定
。
ラ

ベ
ル
の
文
字
は
村
井
嘉
浩
知
事

が
揮
毫
（
き
ご
う
）
し
て
い
ま
す
。 

　
む
す
び
丸
っ
て
、ど
こ
に
行
っ
て
も
、本

当
に
人
気
者
で
す
よ
ね
。
皆
様
も
ご
存
知

と
思
い
ま
す
が
、甲
冑
、ス
ポ
ー
ツ
、祭
り
の

３
バ
ー
ジ
ョ
ン
あ
る
わ
け
で
す
が
、県
内
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、東
京
や
大
阪
で
も
活

躍
し
て
い
ま
す
。彦
根
市
で
開
催
さ
れ
る「
着

ぐ
る
み
サ
ミ
ッ
ト
」
に
も
出
演
す
る
よ
う
で

す
ね
。私
も
一
緒
に
仕
事
を
す
る
機
会
が
多

い
の
で
す
が
、無
口
で
結
構
暑
が
り
み
た
い

で
す
。で
も
、子
ど
も
に
人
気
が
あ
る
の
は

当
然
と
し
て
、若
い
女
性
に
モ
テ
モ
テ
な
の

は
ち
ょ
っ
と
う
ら
や
ま
し
い
か
も
…
。（
菅
） 

ウ
イ
ス
キ
ー「
伊
達
」を 

発
売 

地
下
鉄
南
北
線 

駅
名
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
に 

Ｄ
Ｃ
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
登
場 

マイ海鮮どんぶり（イメージ） 
※ご飯・みそ汁をご用意します。どんぶりの具は市場でお買い求めください。 
具はお客様負担となります。 

　
Ｄ
Ｃ
期
間
中
の
秋
の
行
楽
を

満
喫
で
き
る
定
期
観
光
バ
ス
２
コ
ー

ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
ひ
と
つ
は
松
島
を
基
点
に
嵯

峨
渓
遊
覧
な
ど
奥
松
島
、
塩
釜

を
周
る
コ
ー
ス
。
昼
食
で
は
塩

釜
仲
卸
市
場
で
好
き
な
具
材
を

選
ん
で
「
マ
イ
海
鮮
ど
ん
ぶ
り
」

作
り
に
挑
戦
。
新
鮮
な
海
の
幸

を
堪
能
し
た
ら
、
鹽
竈
神
社
を

参
拝
し
ま
す
。 

　「
鳴
子
温
泉
・
平
泉
号
」
は
、

鳴
子
温
泉
郷
と
岩
手
県
の
平
泉

を
結
ぶ
観
光
周
遊
バ
ス
。
Ｊ
Ｒ

一
ノ
関
駅
を
発
着
と
し
た
往
路

便
と
復
路
便
が
あ
り
、
新
幹
線

等
を
利
用
し
温
泉
、
平
泉
を
楽

し
め
る
便
利
な
コ
ー
ス
で
す
。 

映画「東京タワー」のロケ地となった旧佐野社宅 

蔵
王
産
牛
乳
を
使
っ
た 

パ
ン
９
種
発
売 

活
動
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ 

県
内
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
展
開
中
。
今
月
の
話
題
は
、
コ
レ
に
決
ま
り
！ 

５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
入
り
。千
ケ
ー
ス
限
定
。 

マ
イ
海
鮮
ど
ん
ぶ
り
号
と 

鳴
子
温
泉
・
平
泉
号 

　
仙
台
・
宮
城
Ｄ
Ｃ
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
、
宮
城

県
知
事
を
は
じ
め
Ｄ
Ｃ
推
進
協

議
会
関
係
者
や
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

代
表
者
が
参
列
し
、
Ｊ
Ｒ
上
野

駅
と
仙
台
駅
で
盛
大
に
行
わ
れ

ま
す
。
上
野
駅
で
は
観
光
パ
ネ

ル
展
、
仙
台
駅
で
は
、
す
ず
め
踊

り
の
お
迎
え
や
観
光
パ
ネ
ル
展
、

市
町
村
の
ス
テ
ー
ジ
Ｐ
Ｒ
等
も

合
わ
せ
て
実
施
し
、
Ｄ
Ｃ
の
ス
タ
ー

ト
を
盛
り
上
げ
ま
す
。 

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
仙
台
・
宮

城
Ｄ
Ｃ
推
進
協
議
会
事
務
局
０

２
２
（
２
１
１
）
２
８
９
５
ま
で
。 

「
ド
ラ
割
」Ｅ
Ｔ
Ｃ
で 

高
速
乗
り
放
題 

食
べ
て
遊
ん
で 

特
産
品
を
当
て
よ
う
！ 

泊
ま
っ
て 

宿
泊
券
を
当
て
よ
う
！ 

「
仙
台
・
宮
城 

デ
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
」 

開
催
！ 

　
仙
台
市
地
下
鉄
の
南
北
線
駅

名
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
„
Ｄ
Ｃ
バ
ー
ジ
ョ

ン
“
が
期
間
限
定
で
発
売
さ
れ

ま
し
た
。
仙
台
・
宮
城
Ｄ
Ｃ
と
仙

台
市
交
通
局
の
コ
ラ
ボ
企
画
と

し
て
商
品
化
し
表
面
に
は
Ｄ
Ｃ

と
地
下
鉄
の
ロ
ゴ
、
裏
面
に
は

地
下
鉄
の
路
線
図
を
デ
ザ
イ
ン

し
て
い
ま
す
。 

　
地
下
鉄
各
駅
窓
口
お
よ
び
定

期
券
発
売
所
に
て
販
売
し
て
い

ま
す
。
旅
の
記
念
や
お
友
達
へ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
い
か
が
。 

　
山
崎
製
パ
ン
仙
台
工
場
（
柴
田

町
）
が
、
蔵
王
産
の
牛
乳
で
仕
込

ん
だ
牛
乳
パ
ン
シ
リ
ー
ズ
を
９

月
１
日
発
売
し
ま
し
た
。
水
の
代

わ
り
に
全
量
牛
乳
で
パ
ン
生
地

を
仕
込
み
、
パ
ン
に
挟
む
ク
リ
ー

ム
に
も
牛
乳
を
利
用
。
ロ
ー
ル
パ

ン
や
蒸
し
パ
ン
、
ド
ー
ナ
ツ
な
ど

９
商
品
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
て

い
ま
す
。
マ
ー
ク
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ

デ
ザ
イ
ン
も
統
一
。
む
す
び
丸
も

プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。 

玉
虫
塗
二
段
重 

み
や
ぎ
の
萩
御
膳
　

販
売 年内限定の予約販売。連絡先はこばやし　022（293）1661

　
仙
台
・
宮
城
Ｄ
Ｃ
に
向
け
た
「
玉

虫
塗
二
段
重
　
み
や
ぎ
の
萩
御
膳
」

が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
弁
当
製

造
の
こ
ば
や
し
と
東
北
工
芸
製

作
所
の
コ
ラ
ボ
企
画
で
開
発
さ

れ
た
新
作
弁
当
で
す
。 

　
料
理
は
志
津
川
産
ギ
ン
ザ
ケ

の
か
す
漬
け
、
古
川
な
す
の
田
楽
、

仙
台
み
そ
の
お
に
ぎ
り
な
ど
県

産
食
材
を
使
用
。
弁
当
箱
は
県

指
定
の
伝
統
工
芸
「
玉
虫
塗
」
の

高
級
漆
器
を
使
用
し
、
価
格
は

３
１
５
０
円
で
す
。 

定期観光 
バス 

１個５００円（税込） 

詳しくは仙台市交通局ＨＰ／http://www.kotsu.city.sendai.jp/

PC版　http://travel.driveplaza.com/ 
モバイル版　http://m.driveplaza.com/travel/ 
ネクスコ東日本お客さまセンター 0570-024-024

Ｊ
Ｒ
運
転
士
と 

車
掌
の
取
り
組
み 

「
伊
達
な
サ
ー
ビ
ス
　

し
ま
す
見
せ
ま
す
　

ま
ご
こ
ろ
で
」 

お
も
て
な
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
行
中 

コンビニ、スーパーなどで9月・10月の2カ月間限定販売。 
定番メニュー化するかは検討中です。 

※いずれもバスはガイドなしとなります。乗車時に行程表等をお渡しします。 

奥松島嵯峨渓遊覧と塩釜マイ海鮮どんぶり号 

鳴子温泉・平泉号 

■運行期間／10月1日（水）～11月3日（月・祝）　■昼食／1回（ご飯・みそ汁） 
■料金／おとな4,800円・こども3,300円　※除外日：10／7・8・13・17・22・29 
■問い合わせ／松島国際観光　022-354-2161

ホテル松島大観荘 松島海岸駅 ホテル壮観 奥松島【嵯峨渓遊覧船乗船】 
8：55発 9：00発 9：10発 9：40頃着　　　  　     10：40頃発 

鳴子温泉 花山自然薯の館 

厳美渓 中尊寺 一ノ関駅 

8：30発 9：10頃着　9：25頃発 9：40頃着　　　 　　　　　　　　　　　10：05頃発 

11：30頃着　　　　　　  　　　　　　　　　 　　  13：00頃発 

鹽竈神社（祈祷・記念品） 塩釜仲卸市場「マイ海鮮どんぶり昼食」とお買い物 
13：15頃着　　　   14：00頃発 

 

14：10頃着 

本塩釜駅 松島海岸駅 
14：30頃着 

※昼食場所は「市場」内にご用意しております。 
　到着時に現地案内人がご案内します。 
※「鹽竈神社」で祈祷（記念品付）があります。 
 

●乗車／一ノ関駅（西口）・中尊寺（町営第2駐車場） 
●降車／鳴子温泉　※お客様の希望により川渡温泉・東鳴子温泉にも停車します。 

運行期間／10月3日（金）～11月30日（日）までの金・土・日及び祝日 
■料金／【片道】おとな2,500円・こども1,500円 
　　　　【往復】おとな4,500円・こども2,500円　※拝観料等は含みません。 
■問い合わせ／帝産富士交通　022-287-2501

往
路
便 

10／1　スケジュール 

復
路
便 

10：50頃着　11：20頃発 

平泉・毛越寺 
11：30頃着　12：10頃発 

 

12：20頃着　14：40頃発 15：10頃着 

 

旧佐野社宅（映画「東京タワー」ロケ地） 

一ノ関駅 中尊寺 一関IC 古川IC 
 

鳴子温泉 

●乗車／鳴子温泉臨時発着場（「旅館すがわら」様向い側） 
●降車／毛越寺・中尊寺・一ノ関駅（西口） 

15：30発 16：00発 17：30頃着 

※お客様の宿泊施設から 
　臨時発着場まで送迎いたします。 

平泉前沢IC 利府 
しらかし台IC

仙台宮城IC

仙台南IC

山形北IC

山形道 

仙台南部道路 

村田JCT

仙台若林JCT

利府JCT

白石IC

鳴瀬 
奥松島IC

松島海岸IC

亘理IC

仙台北部道路 

三陸道 

仙
台
東
部
道
路 高速道路 

周遊エリア 

10/1踉 
いよいよ 
スタート 
 

得
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
情
報 

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー 

宿
泊
プ
レ
ゼ
ン
ト 

ド
ラ
イ
ブ
割
引 

 

上
野 

と 

仙
台 

で 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー 

  9：50～オープニングセレモニー（上野駅ガレリア前） 

12：50～オープニングセレモニー（仙台駅２階コンコース） 

13：20～ＳＬ仙台・宮城DC号出発式（仙台駅4・5番線ホーム） 

観光パネル展in上野駅 

期間：10月1日～5日 

場所：グランドコンコース 

仙台・宮城DC観光PR展 

期間：9月30日～10月2日 

場所：仙台駅2階コンコース 

ステージPR（1日～）：白石市、 

気仙沼市、南三陸町などが登場。 

  

　
い
よ
い
よ
１０
月
１
日
か
ら
は

じ
ま
る
「
仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ

Ｃ
）」。
各
自
治
体
や
観
光
施
設
、

温
泉
地
な
ど
で
は
様
々
な
内
容

の
特
別
企
画
、
イ
ベ
ン
ト
を
設

定
し
て
い
ま
す
。
期
間
中
、
各
地

に
出
か
け
る
こ
と
で
得
す
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
も
続
々
登
場
し
て
い

ま
す
。 

　
食
と
体
験
に
こ
だ
わ
っ
た
「
仙

台
・
宮
城
食
べ
ま
く
り
＆
体
験

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
は
、
ス
タ
ン

プ
を
集
め
て
応
募
す
る
と
、
抽

選
で
１
０
０
０
名
様
に
市
町
村

の
特
産
品
が
当
た
り
ま
す
。
ス

タ
ン
プ
の
設
置
箇
所
は
１
０
７

カ
所
。
産
直
所
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、

観
光
施
設
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
で
食
べ
る
、
見
る
、
遊
ぶ

な
ど
の
体
験
を
し
て
、
ス
タ
ン

プ
を
１
つ
押
印
。
仙
台
・
宮
城
Ｄ

Ｃ
期
間
中
に
３
つ
集
め
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。 

　
詳
し
く
は
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
・
古

川
駅
な
ど
仙
台
・
宮
城
Ｄ
Ｃ
開

催
エ
リ
ア
内
の
主
な
Ｊ
Ｒ
駅
、

観
光
案
内
所
で
配
布
の
「
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

    
　
仙
台
・
宮
城
Ｄ
Ｃ
期
間
中
は
、

秋
保
、
作
並
、
鳴
子
温
泉
な
ど
県

内
各
温
泉
地
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の

特
色
を
活
か
し
た
特
別
企
画
や

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し

で
す
。
宿
泊
者
に
は
、
食
の
お
も

て
な
し
と
し
て
「
秋
保
福
お
み
そ
」

や
「
作
並
伊
達
鍋
」
な
ど
、
期
間

中
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
も

味
わ
え
る
の
も
楽
し
み
で
す
。
秋

の
紅
葉
も
そ
ろ
そ
ろ
見
ご
ろ
。
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
各
地
に
出
か
け
て

み
ま
せ
ん
か
。
宿
泊
す
る
と
、
さ

ら
に
ペ
ア
宿
泊
券
が
当
た
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
も
実
施
さ
れ
ま
す
。 

　
そ
れ
が
、「
泊
ま
っ
て
当
て
よ
う
！

宿
泊
券
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」。
仙
台
・
宮
城
Ｄ
Ｃ
期
間
中

に
対
象
宿
泊
施
設
に
泊
ま
っ
て
、

フ
ロ
ン
ト
に
備
え
つ
け
の
応
募

用
紙
に
記
入
し
て
、
チ
ェ
ッ
ク
ア

ウ
ト
時
に
フ
ロ
ン
ト
に
出
す
と
、

抽
選
で
１
５
０
組
に
ペ
ア
宿
泊

券
（
１
泊
２
食
付
き
）
が
当
た
り

ま
す
。
対
象
宿
泊
施
設
は
、
首
都

圏
、
東
北
の
主
な
Ｊ
Ｒ
駅
ま
た
は

び
ゅ
う
プ
ラ
ザ
で
配
布
し
て
い

る
「
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
ペ
ア
宿
泊
券
の
宿
泊
先
は
同

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
記
載
の
宿
泊
施
設
、

利
用
期
間
は
、
平
成
２１
年
２
月
１

日
―
４
月
２４
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。 

　
各
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
お
問
い

合
わ
せ
先
は
、
仙
台
・
宮
城
Ｄ
Ｃ

推
進
協
議
会
事
務
局
０
２
２
（
２

１
１
）
２
８
９
５
ま
で
。 

    

　
宮
城
県
全
域
と
岩
手
、
山
形

両
県
の
一
部
の
高
速
道
路
が

E
T
C
だ
と
定
額
で
乗
り
放
題

と
な
る
「
ド
ラ
割
　
仙
台
・
宮
城

　
遊
遊
フ
リ
ー
パ
ス
」
が
登
場
。

事
前
の
申
し
込
み
で
１２
月
２４
日

ま
で
の
週
末
を
中
心
に
最
大
３

日
間
利
用
で
き
ま
す
。 

　
周
遊
エ
リ
ア
は
、
東
北
自
動

車
道
の
白
石
Ｉ
Ｃ
〜
平
泉
前
沢

Ｉ
Ｃ
間
、
山
形
自
動
車
道
の
山

形
北
Ｉ
Ｃ
ま
で
、
三
陸
自
動
車

道
の
仙
台
港
北
Ｉ
Ｃ
〜
鳴
瀬
奥

松
島
Ｉ
Ｃ
間
と
仙
台
東
部
、
南
部
、

北
部
の
各
道
路
全
線
で
す
。 

　
料
金
は
「
普
通
車
」
３
０
０
０

円
、「
軽
自
動
車
等
」
２
４
０
０
円
。

仙
台
宮
城
Ｉ
Ｃ
と
平
泉
前
沢
Ｉ

Ｃ
を
単
純
に
往
復
（
普
通
車
５

５
０
０
円
）
し
た
だ
け
で
も
お
得
。

首
都
圏
か
ら
の
往
復
料
金
を
含

ん
だ
タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す
。
販

売
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受
付
。 

ＪＲ仙台駅 

　
明
日
２９
日
、
楽
天
イ
ー
グ
ル

ス
対
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス

戦
で
「
仙
台
・
宮
城
Ｄ
Ｃ
」
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
す
。
球
場
正
面
広

場
特
設
テ
ン
ト
で
は
、
遠
刈
田

温
泉
（
蔵
王
町
）
と
一
関
温
泉
郷

（
岩
手
県
一
関
市
）
の
足
湯
や
鳴

子
温
泉
（
大
崎
市
）
の
温
泉
展
示
、

さ
ら
に
は
、
栗
原
市
の
新
た
な

郷
土
料
理
「
そ
ば
だ
ん
ご
」
の
販

売
も
行
わ
れ
ま
す
。
む
す
び
丸

も
仙
台
・
宮
城
Ｄ
Ｃ
の
Ｐ
Ｒ
と

楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
の
応
援
に
会

場
に
行
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

仙
台
・
宮
城
Ｄ
Ｃ
の
お
客
さ
ま

を
最
高
の„
お
も
て
な
し
“で
迎
え

入
れ
る
「
仙
台
駅
お
も
て
な
し
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
愛
称

／
お
も
ス
テ
ｉ
ｎ
仙
台
）」
が
進
行

中
で
す
。 

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
昨
年
の

１２
月
に
仙
台
駅
に
勤
務
す
る
Ｊ
Ｒ

東
日
本
仙
台
支
社
の
社
員
並
び

に
グ
ル
ー
プ
会
社
な
ど
の
社
員
約

５
５
０
０
名
全
員
で
発
足
。
Ｄ
Ｃ

開
催
に
向
け
た
勉
強
会
や
情
報
誌
・

ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
作
成
掲
示
し
啓

発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
も
あ
い
さ
つ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
ご
み
拾
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
、

グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
仙
台
七
夕

祭
期
間
中
に
は
、
新
幹
線
・
在
来

線
の
各
改
札
口
内
に
お
客
さ
ま
が

願
い
事
の
短
冊
を
飾
る
こ
と
の
で

き
る
七
夕
飾
り
の
ブ
ー
ス
を
設
置
。

大
盛
況
で
Ｄ
Ｃ
期
間
中
に
再
度
の

飾
り
つ
け
も
計
画
中
で
す
。 

そ
の
他
に
も
Ｄ
Ｃ
開
催
に
向
け
、

改
札
口
な
ど
で
配
付
す
る
お
り
が

み
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
、
仙
台
を
訪

れ
る
お
客
さ
ま
に
「
１
つ
で
も
多

く
の
思
い
出
を
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

お
も
て
な
し
の
内
容
を
計
画
し
て

い
る
と
の
こ
と
。
楽
し
み
で
す
ね
。 

   運
転
士
、
車
掌
は
「
お
客
さ

ま
を
安
全
に
時
間
ど
お
り
に
目

的
地
に
お
届
け
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
安
全
安
定
運
送
を
心
が
け
て

い
ま
す
。 

昨
年
、
プ
レ
D
C
開
催
に
あ

た
り
乗
務
員
が
自
ら
で
き
る
お
も

て
な
し
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
各
運

輸
区
の
職
場
で
D
C
の
勉
強
会
や
、

他
職
場
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
、

知
識
の
共
有
化
と
サ
ー
ビ
ス
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
職
場
に
は
「
仙
台
・
宮

城
D
C
に
全
員
で
参
加
し
て
い
る

ん
だ
」
と
の
気
持
ち
を
盛
り
上
げ

る
た
め
、
D
C
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

関
連
す
る
情
報
誌
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
類
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
車
掌
は
、
東
北
本
線
、

仙
山
線
、
仙
石
線
で
沿
線
案
内

ス
ポ
ッ
ト
放
送
を
実
施
し
、
お
客

さ
ま
か
ら
大
変
好
評
だ
っ
た
こ

と
か
ら
D
C
期
間
中
に
も
実
施

し
ま
す
。 


